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新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。学園を代
表して心よりお喜び申し上げます。
大阪体育大学は、学校法人浪商学園が設置する教育機関の

１つです。浪商学園は1921（大正10）年に創立され、2021年、
創立１００周年を迎えました。学園の建学の精神は「不断の
努力により智・徳・体を修め社会に奉仕する」。この建学の精
神を体現できる人材の育成を目指しています。
学園は創立以来スポーツ活動を奨励してきました。浪商高
校第２代校長、野田三郎（大阪体育大学初代学長）は「スポー
ツを通した青少年の健全育成」の理念の下、野球を筆頭に運
動部活動を積極的に支援しました。その強い思いが大阪体育
大学開学へ結びつきました。
大阪体育大学は、東京オリンピック開催の翌年1965（昭和
40）年に開学し、今年で創立59周年を迎えます。開学にあたり、
東京オリンピック選手強化対策本部長と選手団長を務められ
た後に日本人初のオリンピック平和賞を受賞された大島鎌吉
先生（1932年ロサンゼルスオリンピック陸上三段跳銅メダル獲得）
を副学長として、またオリンピックスポーツ科学委員で、後に
日本体育学会会長に就任された加藤橘夫先生を学部長として
お迎えしました。
西日本初の体育・スポーツの専門大学として、体育・スポー

ツを通して０歳から１００歳までの健康を維持することを標榜
し、産業体育・社会体育・学校体育の３コース制で教育をスター
トしました。当時、この分野で最先端におられた大島、加藤
両先生の思いが、本学の教育の原点です。50年以上経過した
今も色あせることなく、脈々と受け継がれています。
先日行われた卓球の世界選手権での日本チームの活躍は、

私たちに多くの感動を与えてくれました。団体戦において世
界一の中国チームにあと一歩のところまで迫りました。終了後
の中国選手の涙がいかに緊迫したゲームであったかを証明し
ています。
アスリートの勝利へのひたむきな姿に、多くの人々が勇気
づけられたことでしょう。改めてスポーツの果たす役割に気
づかされました。
21世紀に入り、時代は猛烈なスピードで変化しています。
今まで考えられなかったような事が内外で次々と起こっています。
皆さんには急激な時代の変化に、柔軟な思考力で対応し、

自ら考える力を養い社会改革に挑める、そんな大人になって
欲しいと思います。
大阪体育大学での学びが、未来社会で活躍できる人間にな

るための近道となるでしょう。新入生の皆さんが、充実した
学生生活を送られることを願ってあいさつとします。

新入生の皆さん、入学おめでとうございます。皆さんは、高校
入学時に新型コロナ感染症の影響を受け、部活動や大会、そし
て合宿などが中止や延期になるなど、多くの制限の中で高校生
活をスタートされました。しかしその影響は徐々に薄らぎ、高校
生活の後半はスポーツや勉強に存分に励まれ、その結果、本学
に進学を決められたことはまことに喜ばしい限りです。
大学は高校と異なり、どのような授業を取るか、どのようなゼ

ミを選ぶか、そしてどのような部活動やサークル活動を選ぶか、
皆さんの意思と行動が尊重されます。また学外でのアルバイトや
ボランティア活動、そしてインターンシップなど、在学中の生活
を自由に設計することができます。その一方で、「自由には責任
が伴う」と言われるように、高校時代と異なり、大学生活におけ
る学びの成果は、皆さん自身の努力に委ねられます。何を目標に
するのか、何を習得するのか、そして長い人生に備えてどのよう
な準備をするのかなど、時間をかけて熟考し、早い時期に明確な
指針を定めて欲しいと思います。
体育やスポーツ、そして教育の世界は広く、やりがいのある仕

事が多くあります。幼稚園、保育園、特別支援学校、小学校、
中学校、高校の教員、警察官、消防官、自治体職員といった就
職先もあれば、大学院への進学を経て大学教員や高度な専門職
を目指す道も拓かれています。さらにアスリートとして、国内外
のプロスポーツや、実業団チームへの挑戦も可能です。加えて、
多様なスポーツ関連企業や一般企業からの求人も多くあり、皆さ
んの将来には多様な選択肢と可能性が広がっているのです。
大阪体育大学は、皆さんの将来の進路選択に向けて手厚い支
援を行っています。教員志望の皆さんには教職支援センターがあり、
一般企業や公務員の就職に向けてはキャリア支援センターがあり
ます。また部活動に熱中し過ぎて単位取得に黄色信号が灯った
学生に対しては、学習支援室がサポートを行います。大学が提
供するこれらのサービスを、早い時期から充分に活用して欲しい
と思います。
人間というものは本来的に弱く、自分の能力の限界を自分で決

めてしまう傾向があります。私が新入生の皆さんにお願いしたい
のは、自分のリミッターを外すことです。自分で感じる心理的な
限界を定めず、それを軽 と々超えて欲しいと思います。これはスポー
ツでも勉強でも同じです。皆さんが今感じている「これ以上は無理」
という限界は、現時点での限界です。大学とは、明日の自分を
描くために、大きく成長する機会を与えてくれる場所だというこ
とを自覚し、充実した4年間を過ごして欲しいと願います。

明日の自分を描くために明日の自分を描くために
自分のリミッターを外そう自分のリミッターを外そう

大阪体育大学

学　長　原田 宗彦

自ら考える力を養い自ら考える力を養い
未来社会で活躍しよう未来社会で活躍しよう

学校法人浪商学園

理事長　野田 賢治

新入生の皆さんへ新入生の皆さんへ
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令
和
５
年
度
の
第
31
回
大
学
院
修
了
式
・

第
56
回
体
育
学
部
・
第
６
回
教
育
学
部
卒
業

式
が
３
月
19
日
、
大
阪
府
泉
佐
野
市
の
ス

タ
ー
ゲ
イ
ト
ホ
テ
ル
関
西
エ
ア
ポ
ー
ト
で
行

わ
れ
た
。

修
了
生
・
卒
業
生
は
、
大
学
院
生
は
博
士

前
期
課
程
23
名
、
博
士
後
期
課
程
３
名
、
学

部
生
は
体
育
学
部
5
1
8
名
、
教
育
学
部

1
3
6
名
で
合
わ
せ
て
6
8
0
名
。

原
田
宗
彦
学
長
が
博
士
後
期
課
程
の
３

名
や
博
士
前
期
課
程
と
各
コ
ー
ス
代
表
の
学

生
に
学
位
記
・
卒
業
証
書
を
授
与
し
、
ス

ポ
ー
ツ
や
学
業
で
優
れ
た
成
績
を
収
め
た
大

島
鎌
吉
賞
、
加
藤
橘
夫
賞
な
ど
の
63
名
を
表

彰
し
た
。

原
田
学
長
は
続
い
て
式
辞
に
臨
み
、「
皆

さ
ん
の
大
学
生
活
の
４
分
の
３
は
新
型
コ
ロ

ナ
の
影
響
を
受
け
て
行
動
変
容
を
迫
ら
れ
ま

し
た
が
、
そ
の
中
で
新
し
い
多
く
の
学
び
を

修
め
た
皆
さ
ん
を
心
か
ら
誇
り
に
思
い
ま

す
。
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
で
は
、
将
来
の
予
測

が
困
難
な
状
態
を
表
す
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
（
ブ
ー

カ
）
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
s

の
進
展
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
な
ど
の
急
速
な

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

（
D
X
）
な
ど
変
化
が
加
速
し
、
不
確
実
で

予
測
困
難
な
時
代
に
生
き
る
皆
さ
ん
は
、
変

化
に
対
応
す
る
準
備
を
怠
ら
ず
、
学
び
続
け

る
こ
と
、
リ
ス
キ
リ
ン
グ
が
必
要
で
す
。
卒

業
式
は
学
び
の
終
着
点
で
は
な
く
新
し
い
学

び
の
出
発
点
で
す
。
V
U
C
A
が
増
す
社
会

で
学
び
と
好
奇
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
さ

ら
に
成
長
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
。

祝
辞
、
記
念
品
贈
呈
な
ど
の
後
、
送
辞

は
、
在
学
生
を
代
表
し
て
藤
川
奨
太
さ
ん

（
教
育
学
部
３
年
）、
謝
辞
は
、
大
学
院
総

代
・
前
川
賀
洋
さ
ん
、
体
育
学
部
総
代
・
福

田
萌
乃
さ
ん
、
教
育
学
部
総
代
・
山
下
鉄
平

さ
ん
が
務
め
た
。

式
典
終
了
後
、
各
コ
ー
ス
な
ど
に
分
か
れ

た
伝
達
式
で
は
、
修
了
生
・
卒
業
生
一
人
ひ

と
り
に
ゼ
ミ
の
指
導
教
員
ら
か
ら
学
位
記
・

卒
業
証
書
が
授
与
さ
れ
た
。

伝
達
式
の
後
は
、
謝
恩
会
が
５
年
ぶ
り
に

立
食
形
式
で
開
か
れ
た
。

ま
た
、
修
了
式
・
卒
業
式
に
先
立
ち
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
た
め
に
中
止
と
な
っ

た
令
和
２
年
度
の
〝
入
学
式
〟
が
サ
プ
ラ
イ

ズ
で
実
施
さ
れ
た
。

（
13
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

修了式・卒業式を挙行
サプライズで入学式も

スターゲイトホテル関西エアポートで行われた修了式・卒業式

式典に参加した卒業生

原田宗彦学長から学位記・卒業証書が授与された

（学年は旧学年表記）

【大島鎌吉賞受賞者】９名
　�寺井捺貴（バレーボール部男子）＝デフリンピック８位、
藤井愛子、西川千華、松浦未南、和田薫、柿添まどか、竹内
琉奈（ハンドボール部女子）＝インカレ優勝、増田優一
（DASH選抜アスリート）＝BMX・W杯第４戦U-23�２位、�
籔田寿衣（同）＝同第７戦U-23優勝

【加藤橘夫賞受賞者】１名
　�三原唯（教育学科・小学校教育コース）＝学業成績全学１位
【博士後期課程修了者】３名
　�小笠原佑衣、横田文子、丸谷賢弘（敬称略）
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世
界
最
終
予
選
は
、
３
つ
の
開
催
地
で
４

チ
ー
ム
の
総
当
た
り
戦
を
行
い
、上
位
２
チ
ー

ム
ず
つ
が
五
輪
の
出
場
権
を
獲
得
す
る
。

日
本
は「
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
１
」で
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
、
カ
メ
ル
ー
ン
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
対
戦

す
る
。

日
本
は
昨
年
８
月
、
広
島
で
開
催
さ
れ
た

五
輪
女
子
ア
ジ
ア
予
選
に
ア
ジ
ア
か
ら
の
１

枠
を
か
け
て
出
場
し
た
。
３
戦
全
勝
で
ラ
イ

バ
ル
の
韓
国
と
対
戦
。
引
き
分
け
で
も
五
輪

出
場
が
決
ま
る
状
況
だ
っ
た
が
、
24
―
25
で

惜
敗
し
た
。

し
か
し
、
９
〜
10
月
の
ア
ジ
ア
競
技
大
会

（
中
国
・
杭
州
）
で
は
決
勝
で
韓
国
を
29
―
19

で
破
り
、
雪
辱
。
ア
ジ
ア
大
会
で
は
男
女
を

通
じ
て
初
と
な
る
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
。

11
〜
12
月
の
世
界
選
手
権
（
デ
ン
マ
ー
ク

な
ど
）
で
は
、
最
終
順
位
は
17
位
だ
っ
た
が
、

３
位
の
強
豪
・
デ
ン
マ
ー
ク
を
27
―
26
で
破

る
殊
勲
の
星
を
挙
げ
た
。

お
り
ひ
め
ジ
ャ
パ
ン
は
世
界
選
手
権
後
、１

月
７
〜
11
日
に
石
川
県
で
強
化
合
宿
を
行
う

予
定
だ
っ
た
が
、
能
登
半
島
地
震
の
影
響
で

会
場
を
本
学
に
移
し
て
実
施
し
た
。
２
月
26

日
か
ら
３
月
５
日
ま
で
ポ
ル
ト
ガ
ル
へ
欧
州
遠

征
。
３
月
14
日
か
ら
も
福
井
県
な
ど
で
最
終

の
強
化
合
宿
に
臨
み
、
最
終
予
選
に
備
え
る
。

最
終
の
強
化
合
宿
の
メ
ン
バ
ー
は
選
手
20

人
中
、
卒
業
生
が
13
名
、
現
役
学
生
で
は
石

川
空
選
手
（
体
育
３
年
、
大
分
鶴
崎
高
校
出

身
）、
吉
野
珊
珠
選
手
（
体
育
３
年
、
名
古
屋

経
済
大
学
市
邨
高
校
出
身
）
が
名
を
連
ね
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
G
K
の

比
嘉
楓
選
手
（
体
育
2
年
、
那
覇
西
高
校
出

身
）
も
帯
同
す
る
。
大
半
が
楠
本
監
督
の
教

え
子
だ
。

最
終
予
選
で
戦
う
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
世
界

選
手
権
で
の
順
位
は
４
位
で
、
ハ
ン
ガ
リ
ー

は
10
位
、
カ
メ
ル
ー
ン
は
24
位
。
17
位
の
日

本
に
と
っ
て
カ
メ
ル
ー
ン
戦
で
の
勝
利
は
絶

対
で
、
欧
州
の
２
カ
国
の
ど
ち
ら
か
に
勝
つ

こ
と
が
最
低
限
必
要
。
難
敵
だ
が
、
世
界
選

手
権
の
デ
ン
マ
ー
ク
戦
で
の
勝
利
は
大
き
な

自
信
と
な
る
。

楠
本
監
督
は
「
こ
れ
が
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス
。

男
子
が
出
場
を
決
め
た
ほ
か
、女
子
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
も
最
終
予
選
を
勝
ち
抜
い
て
、
他

の
競
技
か
ら
『
女
子
ハ
ン
ド
も
頑
張
っ
て
』

と
声
を
か
け
ら
れ
て
い
る
。
48
年
閉
ざ
さ
れ

た
五
輪
自
力
出
場
の
扉
を
こ
じ
あ
け
て
、
少

し
で
も
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
界
発
展
に
貢
献
し
た

い
」
と
意
欲
を
語
っ
て
い
る
。

つかめ！48年ぶり自力五輪
［ ハンドボール女子世界最終予選 ］

ハンドボール女子のパリ・オリンピック世界最終予選は４月11～14日、
ハンガリーで行われる。スポーツ科学部の楠本繁生教授が率いる女子日本
代表「おりひめジャパン」にとって、自国開催で出場した東京五輪を除け
ば48年ぶりとなる五輪自力出場のラストチャンスだ。

楠
本
J
A
P
A
N
「
扉
こ
じ
あ
け
る
」

本学での強化合宿に臨むおりひめジャパン 本学での強化合宿

楠本繁生監督

〈世界最終予選〉
日時 日本時間 相手

11 日 18：00 12 日 01：00 スウェーデン
12日 20：30 13 日 03：30 カメルーン
14日 19：15 15 日 02：15 ハンガリー
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48
年
ぶ
り
の
自
力
五
輪
出
場
に
向
け
て
カ
ギ
を
握

る
の
が
、
現
役
学
生
と
し
て
出
場
す
る
石
川
空
選
手

だ
。石

川
選
手
は
、
小
学
３
年
か
ら
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
を

始
め
た
。
中
学
で
は
、
日
本
一
を
学
校
の
ク
ラ
ブ
で

２
回
、
大
分
県
選
抜
で
１
回
達
成
。
大
分
鶴
崎
高
校

に
進
み
、
U
12
、
U
18
、
U
20
で
代
表
チ
ー
ム
を
経

験
。
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
の
逸
材
と
し
て
、
順
調
に
実
績

を
積
み
重
ね
て
き
た
。

自
身
の
プ
レ
ー
ス
タ
イ
ル
を
「
シ
ュ
ー
ト
バ
リ
ュ

エ
ー
シ
ョ
ン
が
豊
富
で
、
上
か
ら
も
ア
ン
ダ
ー
ス
ロ
ー

か
ら
も
シ
ュ
ー
ト
を
打
て
る
。
仲
間
を
生
か
す
パ
ス

や
視
野
を
広
く
持
っ
て
プ
レ
ー
す
る
こ
と
も
自
分
の

持
ち
味
」
と
客
観
的
に
語
る
。
2
0
2
2
年
９
月
、

日
韓
定
期
戦
で
初
め
て
フ
ル
代
表
に
選
出
さ
れ
た
。

楠
本
監
督
は
石
川
選
手
の
武
器
と
し
て
、
貴
重
な
レ

フ
テ
ィ
ー
（
左
利
き
）
で
あ
る
こ
と
と
と
も
に
、
大

胆
な
プ
レ
ー
、
物
お
じ
し
な
い
性
格
を
挙
げ
る
。

2
0
2
3
年
８
月
、
パ
リ
五
輪
女
子
ア
ジ
ア
予
選

決
勝
（
広
島
市
）。
楠
本
監
督
は
石
川
選
手
の
、
そ
の

図
太
さ
へ
の
期
待
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
韓
国
と
の

大
一
番
の
後
半
10
分
ご
ろ
、競
っ
た
場
面
で
の
ペ
ナ
ル

テ
ィ
ス
ロ
ー
で
、
石
川
選
手
を
起
用
し
た
。

し
か
し
、
石
川
選
手
は
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ス
ロ
ー
を
外

す
。「
大
事
な
場
面
で
起
用
さ
れ
た
が
外
し
て
し
ま

い
、
個
人
的
に
す
ご
く
反
省
し
て
い
る
」
と
今
も
語

る
。
楠
本
監
督
は
「
普
段
は
緊
張
し
な
い
性
格
だ
が
、

さ
す
が
に
パ
リ
予
選
で
は
緊
張
し
て
い
た
」
と
振
り

返
る
。

雪
辱
の
場
は
１
カ
月
後
の
ア
ジ
ア
大
会
（
中
国
・

杭
州
）
だ
っ
た
。
同
じ
レ
フ
テ
ィ
ー
で
大
体
大
の
先

輩
で
も
あ
る
ス
タ
ー
テ
ィ
ン
グ
メ
ン
バ
ー
の
中
山
佳

穂
選
手
（
北
國
銀
行
）
が
肩
を
痛
め
た
た
め
、
決
勝

の
韓
国
戦
で
先
発
。
60
分
出
場
し
、
チ
ー
ム
で
２
番

目
の
４
得
点
を
挙
げ
、
金
メ
ダ
ル
。
楠
本
監
督
が
「
石

川
に
と
っ
て
自
信
に
な
っ
た
試
合
だ
」
と
語
る
転
機

と
な
っ
た
。

石
川
選
手
は
中
山
選
手
を
目
標
に
挙
げ
る
。「
同
じ

ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
先
輩
と
し
て
尊
敬
す
る
と
同
時
に
ラ

イ
バ
ル
と
し
て
負
け
た
く
な
い
。
い
い
と
こ
ろ
を
吸

収
し
た
い
」
と
話
す
。

石
川
選
手
は
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
の
魅
力
を
「
攻
守
の

切
り
替
え
の
激
し
さ
と
接
触
の
激
し
さ
。『
走
る
・
投

げ
る
・
飛
ぶ
』
の
運
動
の
３
大
要
素
が
入
っ
て
い
て
、

そ
こ
が
面
白
い
」
と
語
る
。

世
界
最
終
予
選
は
、
そ
の
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
が
よ
り

メ
ジ
ャ
ー
に
な
る
た
め
の
重
要
な
ス
テ
ッ
プ
だ
と
思

っ
て
い
る
。「
男
子
は
36
年
ぶ
り
の
自
力
五
輪
出
場
を

決
め
て
、
日
本
リ
ー
グ
で
も
人
気
が
出
始
め
て
い
る
。

女
子
も
結
果
を
残
さ
な
い
と
、
新
し
い
フ
ァ
ン
が
つ

か
な
い
。
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
が
メ
ジ
ャ
ー
に
な
る
た
め

に
、
世
界
最
終
予
選
で
結
果
を
出
し
た
い
」
と
意
気

込
ん
で
い
る
。

石川空選手「ハンド発展の重要なステップ」

関西スポーツ賞授賞式でスピーチする石川空

インカレ決勝でー石川空

インタビュー動画

旬 大体大生な
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大体大 PEOPLE

「
教
員
資
格
あ
り
ま
す
」。今
も
胸
ポ
ケ
ッ
ト

に
証
拠
の
免
許
状

ド
ラ
マ
は
昨
年
12
月
に
終
了
し
た
が
、
東

教
諭
は
現
在
も
、
胸
ポ
ケ
ッ
ト
に
教
員
免
許

状
の
コ
ピ
ー
を
入
れ
て
い
る
。
ド
ラ
マ
で
は
、

鈴
木
亮
平
さ
ん
演
じ
る
越
山
高
校
の
南
雲
監

督
は
、
教
員
免
許
が
な
い
こ
と
を
隠
し
て
教

壇
に
立
ち
、
警
察
に
自
首
す
る
設
定
だ
っ
た
。

「
放
送
中
は
、
教
員
免
許
の
件
は
『
こ
れ
は
本

当
の
話
か
』
と
け
っ
こ
う
聞
か
れ
ま
し
た
。

忙
し
か
っ
た
で
す
よ
」
と
笑
う
。
T
B
S
か

ら
は
事
前
に
、教
員
免
許
の
件
も
含
め
、フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
を
交
え
た
設
定
で
い
く
が
ど
う
か

と
聞
か
れ
た
と
い
う
。「
ド
ラ
マ
に
な
っ
て
本

当
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
脚
色
は
あ
っ

て
も
、
高
校
野
球
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
が
当

た
り
、
小
さ
い
学
校
が
頑
張
っ
て
甲
子
園
に

行
く
と
こ
ろ
は
現
実
と
同
じ
。
そ
の
過
程
を

鈴
木
亮
平
さ
ん
に
演
じ
て
い
た
だ
き
、
す
ご

く
良
か
っ
た
」。
愛
す
る
高
校
野
球
が
ド
ラ
マ

化
さ
れ
た
こ
と
に
、
感
謝
し
て
い
る
。

大
阪
体
育
大
学
で

「
上
原
浩
治
さ
ん
は
雲
の
上
の
人
」

東
教
諭
は
小
学
生
の
こ
ろ
か
ら
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
、
そ
の
後
野
球
を
始
め
た
。
地
元
の

三
重
県
立
久ひ
さ
い居

高
校
で
野
球
部
の
監
督
を
し

て
い
た
父
弘
之
さ
ん
の
影
響
と
い
う
。
父
は

土
日
も
ほ
と
ん
ど
家
に
い
な
か
っ
た
が
、
た

ま
に
父
と
し
た
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
の
楽
し
さ

を
覚
え
て
い
る
。

久
居
高
校
で
は
外
野
手
を
務
め
、
夏
の
三

重
大
会
で
ベ
ス
ト
４
。
い
い
と
こ
ろ
ま
で
は

行
っ
た
が
優
勝
で
き
ず
、
高
い
レ
ベ
ル
で
野

球
を
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
大
阪
体
育

大
学
に
進
ん
だ
。
２
学
年
上
に
は
上
原
浩
治

投
手
（
元
巨
人
、
米
大
リ
ー
グ
レ
ッ
ド
ソ
ッ

ク
ス
）
が
い
た
。
ま
た
、
両
親
と
も
教
員
で
、

教
員
志
望
だ
っ
た
の
も
大
阪
体
育
大
学
を
選

ん
だ
理
由
だ
。

上
原
投
手
は
雲
の
上
の
人
だ
っ
た
。「
ボ
ー

ル
の
切
れ
も
、
野
球
に
取
り
組
む
姿
勢
も
す

ご
か
っ
た
」
と
い
う
。

ま
た
、
中
野
和
彦
監
督
（
現
G
M
）
は

「
選
手
の
自
主
性
」
を
最
重
視
し
て
い
た
。

「
自
由
な
時
間
は
多
い
け
れ
ど
、
自
分
た
ち
で

練
習
メ
ニ
ュ
ー
も
含
め
て
し
っ
か
り
考
え
て

や
ら
な
い
と
だ
め
。
先
輩
や
学
生
コ
ー
チ
に

教
え
ら
れ
、
自
分
で
工
夫
し
ま
し
た
。
そ
れ

が
体
大
の
い
い
と
こ
ろ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
」

高
校
野
球
の
監
督
に
な
り
た
く
て
教
員
免

許
を
取
り
、
卒
業
後
、
母
校
の
久
居
高
校
に

講
師
と
し
て
赴
任
し
、
野
球
部
の
コ
ー
チ
に
。

し
か
し
、
野
球
に
没
頭
し
す
ぎ
て
教
員
採
用

「下剋上球児」鈴木亮平さん演じる高校野球部監督のモデル

母校のOBのつながりで甲子園に

東拓司（ひがし・たくし）
46 歳。大阪体育大学体育学部体育学科卒。三重県立久居高校から大
阪体育大学に進み、久居高校で野球部コーチ、上野高校で監督を務め
た。2013 年、白山高校監督となり、2018 年、第 100 回全国高校野球
選手権記念大会に初出場。その過程はノンフィクション『下剋上球児』
（著者・菊地高弘氏）として出版され、TBS日曜劇場でドラマ化された。
2023 年から昴学園高校。保健体育科教諭。

三重県立昴学園高校教諭

東　拓司さん

三
重
県
の
片
田
舎
に
あ
る
高
校
の
弱
小
野
球
部
が
奇
跡
の
甲
子
園
初
出
場
を
果
た
す

T
B
S
ド
ラ
マ
「
下
剋
上
球
児
」。
鈴
木
亮
平
さ
ん
演
じ
る
熱
血
監
督
の
モ
デ
ル
が
、

大
阪
体
育
大
学
O
B
の
三
重
県
立
昴
学
園
高
校
保
健
体
育
科
教
諭
、東
拓
司
さ
ん（
46
）

だ
。
夏
の
三
重
大
会
で
10
年
連
続
初
戦
敗
退
だ
っ
た
前
任
の
白
山
（
は
く
さ
ん
）
高
校

に
赴
任
し
、
５
年
後
の
2
0
1
8
年
、
夏
の
甲
子
園
初
出
場
。「
日
本
一
の
下
剋
上
」

を
成
し
遂
げ
た
「
熱
血
監
督
」
だ
。

インタビュー
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試
験
に
合
格
で
き
ず
、
６
年
目
に
昴
学
園
高

校
に
移
っ
て
、
寮
監
と
し
て
野
球
か
ら
離
れ
て

試
験
に
集
中
し
た
。
2
0
0
7
年
、
教
員
採

用
試
験
に
合
格
し
て
三
重
県
立
上
野
高
校
に

赴
任
し
、念
願
だ
っ
た
野
球
部
の
監
督
に
な
っ

た
。
上
野
高
校
は
1
0
0
年
以
上
の
伝
統
が

あ
る
進
学
校
で
、
勉
強
時
間
を
確
保
す
る
た

め
ク
ラ
ブ
活
動
の
制
限
も
多
か
っ
た
が
、
三
重

大
会
で
ベ
ス
ト
４
、
東
海
大
会
も
経
験
し
た
。

下
剋
上
の
道
は
草
む
し
り
か
ら

2
0
1
3
年
、
白
山
高
校
へ
の
内
示
が
出

た
。「
次
は
、
ク
ラ
ブ
活
動
に
規
制
の
な
い
、

も
っ
と
野
球
が
で
き
る
と
こ
ろ
に
行
け
る
だ

ろ
う
」
と
思
っ
て
い
た
が
、
10
年
連
続
で
夏

初
戦
敗
退
の
弱
小
校
だ
っ
た
。

赴
任
が
決
ま
っ
た
３
月
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

見
に
行
く
と
、
内
野
は
全
面
、
ひ
ざ
ま
で
草

が
伸
び
て
い
た
。
野
球
部
だ
け
で
な
く
他
の

ク
ラ
ブ
も
全
然
、
活
動
し
て
い
な
い
。「
こ
れ

は
大
変
な
と
こ
ろ
に
来
た
」
と
覚
悟
し
た
。

４
月
１
日
に
着
任
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
行
く

と
、
３
、４
人
部
員
が
い
た
。「
そ
こ
か
ら
の

ス
タ
ー
ト
で
し
た
」。
ド
ラ
マ
で
は
、
小
日
向

文
世
さ
ん
演
じ
る
大
地
主
が
立
派
な
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
整
備
し
た
が
、
現
実
の
下
剋
上
へ
の

道
は
、
草
む
し
り
か
ら
始
ま
っ
た
。

「
そ
の
後
３
年
間
は
、
頑
張
っ
た
が
何
も
変

わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」。
部
員
が
足
り
な
い
。

中
学
校
に
、
野
球
部
員
の
白
山
へ
の
入
学
を

お
願
い
し
に
行
っ
た
。
道
具
も
な
か
っ
た
。

他
校
で
監
督
を
務
め
る
大
阪
体
育
大
学
の
先

輩
に
電
話
し
て
練
習
試
合
を
頼
み
込
み
、
０

―
20
で
負
け
た
後
、「
先
生
、
負
け
た
の
に
申

し
訳
な
い
で
す
が
、
捨
て
る
よ
う
な
ボ
ー
ル

が
あ
っ
た
ら
く
だ
さ
い
」。
バ
ス
に
ボ
ー
ル
を

積
ん
で
帰
り
、
練
習
し
た
。

母
校
の
つ
な
が
り
が
な
け
れ
ば
甲
子
園
に
行

け
な
か
っ
た

そ
ん
な
学
校
が
な
ぜ
、
甲
子
園
に
行
け
た

の
か
？

ド
ラ
マ
で
は
、
鈴
木
亮
平
さ
ん
演
じ
る
南

雲
監
督
が
お
ん
ぼ
ろ
バ
ス
を
運
転
し
、練
習
試

合
を
重
ね
て
強
化
に
つ
な
げ
た
設
定
に
な
っ
て

い
た
が
、
こ
れ
は
実
話
だ
。

東
教
諭
は
近
畿
を
中
心
に
、大
阪
体
育
大
学

の
先
輩
や
そ
の
知
り
合
い
に
電
話
を
し
ま
く

り
、バ
ス
の
ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
て
、年
に
1
5
0
、

1
6
0
試
合
も
練
習
試
合
に
出
か
け
た
。

東
教
諭
に
よ
る
と
、
三
重
県
で
は
、
大
阪
体

育
大
学
を
卒
業
し
た
野
球
部
監
督
、
部
長
、

コ
ー
チ
が
多
く
、
20
年
ほ
ど
前
か
ら
菰こ
も
の野
高
校

の
戸
田
直
光
監
督
を
中
心
に
、大
阪
体
育
大
学

O
B
が
率
い
る
チ
ー
ム
が
夏
休
み
に
「
三
重
県

大
体
大
交
流
戦
」
を
実
施
し
て
い
る
。
現
在
は

東
海
、
関
西
に
も
広
が
り
、
約
40
チ
ー
ム
が
三

重
に
集
ま
っ
て
い
る
と
い
う
。

「
卒
業
生
み
ん
な
が
縁
を
大
事
に
し
て
い
ま

す
。
う
ち
が
本
当
に
弱
い
時
、
嫌
な
顔
も
せ
ず

相
手
を
し
て
も
ら
い
、
ボ
ー
ル
を
い
た
だ
き
、

教
え
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
卒

業
生
同
士
の
つ
な
が
り
が
な
け
れ
ば
、（
甲
子

園
出
場
、
ド
ラ
マ
な
ど
）
こ
ん
な
こ
と
に
は

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
体
大
の
い
い
と
こ
ろ
で
す
」

４
年
目
、一
気
に
15
人
ほ
ど
の
新
入
生
が
入

部
し
た
。
彼
ら
が
１
年
生
か
ら
練
習
試
合
を

重
ね
、
３
年
生
に
な
っ
た
2
0
1
8
年
夏
、
ド

ラ
マ
は
起
き
た
。
決
勝
の
前
日
に
主
将
が
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
で
「「
明
日
、
日
本
一
の
下
剋
上
を

し
ま
す
」
と
答
え
た
の
も
、
実
話
だ
っ
た
。

鈴
木
亮
平
さ
ん
の
役
作
り
に
か
け
る
す
ご
み

決
勝
の
舞
台
は
四
日
市
市
の
霞
ヶ
浦
第
一

野
球
場
。
こ
こ
で
ド
ラ
マ
の
撮
影
も
行
わ
れ

た
。
東
教
諭
は
こ
の
球
場
や
東
京
で
３
回
ほ

ど
鈴
木
亮
平
さ
ん
に
会
っ
た
。
鈴
木
亮
平
さ

ん
は
三
重
大
会
や
甲
子
園
の
白
山
高
校
の
試

合
を
V
T
R
で
何
度
も
見
て
い
た
よ
う
で
、

「
試
合
で
の
あ
の
仕
草
は
ど
う
い
う
意
味
で
す

か
」「
ベ
ン
チ
で
は
ど
の
あ
た
り
に
立
っ
て
い

ま
す
か
」「
サ
イ
ン
の
出
し
方
は
」
な
ど
と
細

か
く
尋
ね
ら
れ
た
。「
物
腰
が
柔
ら
か
く
真
摯

な
方
で
し
た
が
、
事
実
に
な
る
べ
く
近
づ
け

よ
う
と
い
う
役
作
り
の
努
力
は
す
ご
い
と
思

い
ま
し
た
」
と
振
り
返
る
。
ド
ラ
マ
が
始
ま

る
と
、
学
校
や
周
囲
の
人
は
「
鈴
木
亮
平
さ

ん
の
ベ
ン
チ
で
の
仕
草
が
、
東
監
督
に
よ
く

似
て
い
る
」
と
驚
い
た
と
い
う
。

大
体
大
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
下
剋
上
第
二
幕
を

2
0
2
3
年
４
月
、
山
あ
い
の
大
台
町
に

あ
る
全
寮
制
の
昴
学
園
高
校
に
赴
任
し
た
。

白
山
高
校
で
10
年
が
過
ぎ
、
新
た
な
環
境

で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と
い
う
思
い
、
さ
ら

に
教
員
採
用
試
験
に
合
格
で
き
た
昴
学
園
へ

の
恩
返
し
の
思
い
か
ら
、
転
任
を
希
望
し
た

と
い
う
。

昴
学
園
も
16
年
連
続
で
初
戦
敗
退
を
続
け

て
い
た
が
、
野
球
部
長
だ
っ
た
昨
夏
に
１
勝
。

秋
か
ら
監
督
を
務
め
る
。「
白
山
で
甲
子
園
に

出
た
後
は
毎
年
、
甲
子
園
を
め
ざ
し
て
い
ま

し
た
が
、
こ
こ
で
は
ま
た
１
回
戦
突
破
か
ら

の
ス
タ
ー
ト
。
甲
子
園
に
は
一
歩
ず
つ
近
づ

い
て
い
き
た
い
」。
前
監
督
の
髙
橋
賢
野
球
部

長
が
部
員
が
少
な
い
時
代
か
ら
少
し
ず
つ
強

化
し
て
、
今
は
、
部
員
は
30
人
ほ
ど
い
る
。

髙
橋
部
長
も
大
阪
体
育
大
学
O
B
だ
。
今
年

２
月
に
は
元
智
弁
和
歌
山
監
督
の
名
将
、
高

嶋
仁
さ
ん
が
来
校
し
、
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
な
ど

を
指
導
し
て
も
ら
っ
た
が
、
こ
れ
も
智
弁
和

歌
山
O
B
会
の
大
阪
体
育
大
学
卒
業
生
の
尽

力
で
実
現
し
た
。
朝あ
さ
け明
高
校
ラ
グ
ビ
ー
部
を

花
園
常
連
に
育
て
た
斎
藤
久
元
監
督
ら
他
競

技
の
大
阪
体
育
大
学
出
身
の
指
導
者
と
も
交

流
し
、
母
校
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
白
山
時
代

と
変
わ
ら
ず
、
大
き
な
支
え
に
な
っ
て
い
る
。

高
校
野
球
の
魅
力
と
は
？

東
教
諭
に
聞
く
と
、「
あ
れ
だ
け
熱
く
な
っ

て
野
球
を
や
る
こ
と
は
人
生
の
中
で
も
、
そ
う

は
な
い
経
験
。
最
後
の
夏
、
集
大
成
の
試
合

は
、
ベ
ン
チ
で
監
督
を
や
っ
て
い
て
も
し
び
れ

る
し
、
す
ご
く
い
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
」

一
方
で
、
高
校
野
球
の
変
化
も
感
じ
る
。

「
昔
は
ガ
ッ
ツ
で
い
け
る
と
こ
ろ
を
諦
め
る
と

い
う
か
粘
り
強
く
な
い
子
ど
も
も
増
え
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
高
校
野
球
に
か
け
る
思
い

や
気
持
ち
は
変
わ
ら
ず
根
底
に
あ
る
と
思
い

ま
す
。
そ
の
引
き
出
し
方
を
自
分
で
探
り
な

が
ら
、
や
っ
て
い
ま
す
」

２
月
の
あ
る
日
、
冷
た
い
風
が
吹
く
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
訪
れ
る
と
、
ノ
ッ
ク
を
打
つ
音
、

部
員
の
声
が
響
い
て
い
た
。「
お
ー
い
、
捕
れ

る
や
ろ
」。
サ
ー
ド
や
シ
ョ
ー
ト
が
飛
び
込
ん

で
球
際
ぎ
り
ぎ
り
で
捕
れ
る
か
ど
う
か
の
位

置
に
何
度
も
打
つ
。「
ノ
ッ
ク
で
選
手
の
気
持

ち
を
引
き
出
し
た
い
」。
部
員
も
実
に
声
が
よ

く
出
て
い
る
。
下
剋
上
第
２
幕
の
幕
は
上
が

る
か
。
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令
和
5
年
度
実
施
（
6
年
度
採
用
）
の
公
立
学

校
教
員
採
用
試
験
の
現
役
合
格
者
は
、
24
の
自
治

体
で
延
べ
61
人
と
な
っ
た
。
教
育
学
部
で
は
、
実

合
格
者
が
48
人
と
過
去
最
多
と
な
っ
た
。

内
訳
は
、
大
阪
府
16
人
、
大
阪
市
1
人
、
堺
市

1
人
、
兵
庫
県
1
人
、
神
戸
市
4
人
、
滋
賀
県
2

人
、
和
歌
山
県
2
人
、
北
海
道
1
人
、
横
浜
市
3

人
、
川
崎
市
1
人
、
岐
阜
県
2
人
、
三
重
県
1
人
、

鳥
取
県
6
人
、
島
根
県
1
人
、
岡
山
市
1
人
、
山

口
県
1
人
、
香
川
県
1
人
、
愛
媛
県
6
人
、
高
知

県
2
人
、
福
岡
県
4
人
、
北
九
州
市
1
人
、
熊
本

市
1
人
、
鹿
児
島
県
1
人
、
沖
縄
県
1
人
。
合
格

し
て
い
る
自
治
体
も
北
海
道
か
ら
沖
縄
県
ま
で
全

国
に
広
が
っ
て
い
る
。

学
校
種
別
で
は
、
小
学
校
（
小
中
い
き
い
き
連

携
を
含
む
）
39
人
、
中
学
校
14
人
、
高
等
学
校
1

人
、
特
別
支
援
学
校
7
人
。

文
部
科
学
省
は
令
和
5
年
5
月
、
6
年
度
実
施

の
公
立
学
校
教
員
採
用
選
考
試
験
の
早
期
化
（
従

来
よ
り
約
１
カ
月
早
い
6
月
16
日
を
一
つ
の
目
安

と
し
て
で
き
る
だ
け
前
倒
し
実
施
）、

複
数
回
数
実
施
（
条
件
に
よ
っ
て
大
学

3
年
生
も
受
験
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
や
秋
期
試
験
実
施
）
な
ど
の
具
体
策

を
自
治
体
に
示
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

教
員
採
用
試
験
も
大
き
く
変
化
し
て

い
る
。

今
年
度
は
一
部
の
自
治
体
に
お
い

て
、大
学
3
年
生
で
第
一
次
試
験
が
受

験
可
能
と
な
っ
た
。
本
学
で
も
い
ち
早

く
こ
れ
に
挑
戦
し
た
3
年
生
が
お
り
、

一
定
の
基
準
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
、

4
年
生
で
受
験
す
る
第
一
次
試
験
の

一
部
が
免
除
と
な
っ
て
い
る
。

今
ま
で
以
上
に
、
教
員
採
用
選
考
試

験
の
動
向
に
注
視
し
、
早
期
か
ら
の
対

策
が
求
め
ら
れ
る
傾
向
と
な
っ
た
。

各
学
部
の
先
生
方
の
対
策
と
は
別
に
、
教
職
支

援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
教
員
採
用
試
験
対
策
模
試
、

各
種
支
援
講
座
、
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
、
全
自
治
体

の
教
採
過
去
問
貸
し
出
し
等
の
他
に
、
校
長
経
験

の
あ
る
ス
タ
ッ
フ
が
面
接
指
導
だ
け
で
な
く
、
教

採
へ
の
勉
強
の
進
め
方
な
ど
全
般
的
な
悩
み
相
談

に
も
対
応
し
て
、
学
生
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ

て
採
用
試
験
受
験
に
向
け
て
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て

い
る
。

教
員
を
目
指
す
学
生
に
と
っ
て
、
教
員
採
用
試

験
の
合
格
は
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
。

教
育
現
場
は
日
々
変
化
し
て
い
る
う
え
、
学
校
現

場
に
出
れ
ば
新
人
教
員
と
い
え
ど
も
「
即
戦
力
」

と
し
て
、
役
割
を
担
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
教
員
の
仕
事
は
、
そ
こ
に
子
ど
も
が
い
て
く

れ
る
の
で
成
立
す
る
。
常
に
謙
虚
で
真
摯
な
気
持

ち
で「
学
び
続
け
る
教
員
」に
な
れ
る
よ
う
頑
張
っ

て
も
ら
い
た
い
。

【
教
職
支
援
セ
ン
タ
ー
】

２
０
２
４
年
卒
業
予
定
者
の
就
職
活
動

が
終
了
し
た
。

２
０
２
０
年
以
降
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
流
行
に
伴
い
、
採
用
面
接

試
験
は
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
が
多
く
導
入
さ

れ
た
。
コ
ロ
ナ
収
束
後
も
オ
ン
ラ
イ
ン
形

式
で
の
面
接
は
あ
り
、
学
生
は
柔
軟
に
オ

ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ
ム
を
使
い
こ
な
し

て
選
考
に
挑
ん
だ
。
対
面
に
戻
っ
た
採
用

面
接
試
験
も
多
く
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
学
生
が
ど
ち
ら
の
方
式
に
も

対
応
で
き
る
よ
う
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
、

対
面
形
式
、
双
方
の
採
用
面
接
試
験
対
策

や
講
座
の
充
実
に
努
め
た
。

令
和
５
年
度
の
公
務
員
現
役
合
格
者
数

は
、
過
去
10
年
で
最
多
の
97
人
（
延
べ
）。

内
訳
は
、
国
家
公
務
員
（
刑
務
官
・
自
衛

官
・
海
上
保
安
官
）
が
６
人
、
地
方
公
務

員
（
警
察
官
・
消
防
官
・
行
政
職
）
は
91

人
。
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
さ
ら
に
公
務
員
人

気
が
高
ま
る
中
、キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー

と
し
て
公
務
員
コ
ー
ス
２
期
生
た
ち
へ
、

「
公
務
員
革
命
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
学
生

た
ち
が
粘
り
強
く
取
り
組
ん
だ
成
果
が
出

た
。恒

例
の
全
学
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
キ
ャ

リ
ア
フ
ェ
ス
タ
」
も
、
今
年
度
は
対
面
開

催
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

キ
ャ
リ
ア
フ
ェ
ス
タ
３
年
生
対
象
は
８

月
に
開
催
し
、
大
手
業
界
の
人
事
担
当
者

に
よ
る
講
演
を
含
め
、
２
日
間
で
全
24
の

企
業
・
団
体
に
参
画
い
た
だ
い
た
。
１
、

２
年
生
対
象
は
２
月
に
開
催
し
、
２
年
生

対
象
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
今
年
、
内
定
、

合
格
が
決
ま
っ
た
４
年
生
30
人
が
後
輩
に

向
け
て
熱
く
語
っ
た
。
ま
た
、
１
年
生
は

「
将
来
に
つ
い
て
考
え
よ
う
」
を
テ
ー
マ

に
、
大
阪
府
教
育
委
員
会
保
健
体
育
課
・

坂
垣
友
裕
氏
（
本
学
37
期
生
）、
大
阪
体
育

大
学
大
学
院
生
で
元
J
リ
ー
ガ
ー
・
鹿
山

拓
真
氏
に
よ
る
特
別
講
演
を
配
信
し
た
。

キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
の
特
徴
の
一

つ
で
あ
る
「
学
内
セ
ミ
ナ
ー
」
は
、
対
面

開
催
に
戻
り
、
本
年
も
多
く
の
企
業
団
体

の
協
力
で
、
昼
休
み
に
説
明
会
や
業
界
研

究
を
す
る
学
び
の
場
と
し
て
実
施
し
た
。

近
年
、
卒
業
予
定
者
の
約
50
%
が
企
業

等
（
企
業
、
ス
ポ
ー
ツ
関
連
、
医
療
、
福

祉
、
自
営
業
）
に
進
み
、
高
い
就
職
率
を

残
し
て
い
る
。
各
企
業
か
ら
非
認
知
能
力

の
高
い
本
学
学
生
に
対
す
る
評
価
は
高

く
、
本
学
の
学
生
に
対
す
る
期
待
も
一
層

高
ま
っ
て
い
る
と
感
じ
る
。

【
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
】

教員採用試験

61人現役合格
早期化への対策急務

就
職
状
況公務

員
合
格  

最
多
97
人

過
去
10
年
、
企
業
も
高
評
価
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令
和
6
年
度
入
試
は
、
令
和
6
年
4
月
1
日
に
体
育

学
部
を
組
織
改
正
し
て
新
た
に
誕
生
す
る
ス
ポ
ー
ツ
科
学

部
の
第
1
期
生
を
迎
え
る
入
試
と
し
て
実
施
さ
れ
た
。

志
願
者
数
は
、ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
が
８
９
６
人
で
前
年

度
比
２
％
増
、
教
育
学
部
は
３
７
１
人
で
18
％
増
と
な

り
、
総
志
願
数
は
１
、２
６
７
人
で
６
％
増
と
な
っ
た
。

総
合
型
選
抜
の
自
己
表
現
型
は
、昨
年
度
か
ら
採
用
し

た
、「
資
格
や
高
等
学
校
で
の
活
動
実
績
」
を
加
点
す
る

制
度
を
導
入
し
た
効
果
も
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
は

１
４
６
人
で
前
年
度
比
６
％
増
、
教
育
学
部
は
72
人
で

50
％
増
の
２
１
８
人
が
志
願
し
た
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
利
用
選
抜
の
代
わ
り
に
総
合
型
選

抜
（
後
期
）
を
新
た
に
実
施
し
、
18
人
が
志
願
し
た
。

学
校
推
薦
型
選
抜
は
、
昨
年
度
ま
で
3
つ
の
型
全
て

で
「
国
語
（
必
須
）、
英
語
・
世
界
史
・
日
本
史
（
1
科

目
選
択
）」
の
受
験
が
必
要
だ
っ
た
が
、
今
年
度
か
ら
自

己
表
現
型
、
体
力
評
価
型
で
は
学
科
試
験
を
廃
止
し
、

教
科
型
も
「
国
語
」
の
み
で
受
験
可
能
と
大
幅
に
変
更

し
た
。

ま
た
、
年
内
入
試
の
人
気
が
継
続
し
て
い
る
中
、
一

般
選
抜
で
は
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
の
志
願
者
が
１
５
８
人

で
前
年
度
比
17
％
増
、
教
育
学
部
は
１
１
１
人
で
前
年

度
の
54
％
増
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。

各
大
学
で
定
員
割
れ
を
防
ぐ
た
め
に
年
内
入
試
で
定

員
を
確
保
す
る
流
れ
が
加
速
し
て
お
り
、
本
学
も
同
様

の
方
針
で
入
学
生
の
確
保
に
取
り
組
み
、
今
年
度
は
良

い
結
果
と
な
っ
た
。
令
和
7
年
度
入
試
は
「
新
課
程
入

試
」
が
実
施
さ
れ
る
た
め
、
受
験
生
が
よ
り
受
験
し
や

す
い
よ
う
に
選
抜
方
法
や
、
よ
り
効
果
の
あ
る
募
集
活

動
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

�

【
入
試
部
】

第
25
回
日
本
ボ
ッ
チ
ャ
選
手
権
大
会
が
１
月
19
～
21

日
に
東
京
で
行
わ
れ
、
2
0
2
2
年
世
界
選
手
権
優
勝

の
ア
ダ
プ
テ
ッ
ド
・
ス
ポ
ー
ツ
部
・
内
田
峻
介
選
手
（
教

育
学
部
３
年
）
が
Ｂ
Ｃ
４
ク
ラ
ス
男
子
で
大
会
３
連
覇

を
果
た
し
た
。

内
田
選
手
は
決
勝
で
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表
の

江
崎
駿
選
手
（
ト
ラ
ン
コ
ム
）
と
対
戦
。
第
１
エ
ン
ド

を
１

－

０
、
第
２
エ
ン
ド
を
３

－

０
と
リ
ー
ド
し
、
第

３
エ
ン
ド
で
４

－

３
と
追
い
上
げ
ら
れ
た
が
、
第
４
エ

ン
ド
で
突
き
放
し
、
７

－

３
で
勝
利
。「
ア
ダ
プ
テ
ッ

ド
・
ス
ポ
ー
ツ
部
の
コ
ー
チ
や
仲
間
ら
周
り
の
多
く
の

人
に
支
え
ら
れ
、『
今
、
自
分
で
で
き
る
こ
と
を
最
大
限

す
る
』
を
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
だ
結
果
が
３
連
覇
に
つ

な
が
っ
た
」
と
涙
ぐ
ん
だ
。

令
和
６
年
度
入
試

「
新
課
程
入
試
」
を
控
え

年
内
入
試
の
人
気
が
加
速
！

＜スポーツ科学部＞
入試制度 学科 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数

総合型選抜 スポーツ科学科
95

187 182 156

総合型選抜・後期 スポーツ科学科 14 14 3

スポーツ特別総合型選抜 スポーツ科学科 120 166 166 165

DASH アスリート 
特別総合型選抜 スポーツ科学科 5 2 2 2

卒業生子女型選抜 スポーツ科学科 ― 18 17 17

学校推薦型選抜
※内部・指定校推薦を含む スポーツ科学科 200 350 336 265

一般選抜 スポーツ科学科 100 158 157 33

外国人選抜 スポーツ科学科 若干 1 1 0

合計 スポーツ科学科 520 896 875 641

＜教育学部＞
入試制度 学科 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数

総合型選抜 教育学科
25

72 71 60

総合型選抜・後期 教育学科 4 4 1

スポーツ特別総合型選抜 教育学科
5

5 5 5

DASH アスリート 
特別総合型選抜 教育学科 0 0 0

卒業生子女型選抜 教育学科 ー 5 5 5

学校推薦型選抜
※内部・指定校推薦を含む 教育学科 50 174 166 101

一般選抜 教育学科 45 111 109 30

合　計 教育学科 125 371 360 202

日本ボッチャ選手権　内田選手が３連覇

３連覇を決め、涙をこらえる内田選手

メダルを手にする内田選手
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今
年
度
開
催
さ
れ
た
国
内
外
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
競
技
大

会
に
出
場
し
、
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
3
ク
ラ
ブ
と
9
選
手

に
1
月
23
日
、
学
長
特
別
表
彰
が
贈
ら
れ
た
。

表
彰
式
で
は
、
原
田
宗
彦
学
長
ら
か
ら
表
彰
状
な
ど
が

手
渡
さ
れ
た
。

続
い
て
、
原
田
学
長
が
「
こ
の
表
彰
を
宝
物
と
し
て
持
ち

続
け
、
素
晴
ら
し
い
人
生
を
歩
ん
で
ほ
し
い
」
と
称
え
た
。

受
賞
者
を
代
表
し
て
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
女
子
の
藤
井
愛
子

主
将
が
「
多
く
の
こ
と
に
打
ち
込
め
る
環
境
で
色
々
な
経
験

が
で
き
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
体
大
生
と
し

て
の
誇
り
を
持
ち
、
次
の
目
標
に
向
か
っ
て
歩
い
て
い
き
た

い
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た
。

新
年
互
礼
会
と
大
島
鎌
吉
ス
ポ
ー
ツ
賞
授
与
式
が
１
月
９
日

に
行
わ
れ
、
本
学
学
生
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導
に
顕
著
な
業
績
を
残

し
た
指
導
者
に
贈
ら
れ
る
大
島
鎌
吉
ス
ポ
ー
ツ
賞
の
功
労
賞
が

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
女
子
監
督
の
楠
本
繁
生
教
授
、
水
上
競
技
部

女
子
監
督
の
浜
上
洋
平
准
教
授
に
授
与
さ
れ
た
。

こ
の
賞
は
本
学
の
初
代
副
学
長
で
１
９
６
４
年
東
京
五
輪
選

手
強
化
対
策
本
部
長
・
選
手
団
長
を
務
め
た
大
島
鎌
吉
氏
の
功

績
を
た
た
え
て
、
本
学
が
創
立
50
周
年
を
迎
え
た
2
0
1
5
年

に
創
設
さ
れ
た
。

選
出
基
準
は
、
功
労
賞
は
在
任
中
に
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
、
世
界
選
手
権
大
会
、
ア
ジ
ア
大
会
の
日
本
代
表
や
日
本
新

記
録
の
樹
立
、
そ
れ
に
匹
敵
す
る
成
績
を
収
め
た
選
手
の
指
導

育
成
に
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
指
導
者
。

楠
本
監
督
は
、
本
学
の
石
川
空
選
手
（
体
育
学
部
３
年
）
も

代
表
と
し
て
出
場
し
た
昨
年
９
～
10
月
の
ア
ジ
ア
大
会
で
金
メ

ダ
ル
を
獲
得
。
ま
た
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
女
子
は
11
月
の
全
日

本
イ
ン
カ
レ
で
10
連
覇
を
達
成
し
た
。
浜
上
監
督
は
、
指
導
す

る
宇
津
木
美
都
選
手
（
教
育
学
部
３
年
）
が
10
月
の
ア
ジ
ア
パ

ラ
競
技
大
会
の
４
種
目
で
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
。

学
長
特
別
表
彰

国
内
外
で
活
躍 

3
ク
ラ
ブ
と
9
選
手
に

大島鎌吉スポーツ賞
楠本教授、浜上准教授に授与

学長特別表彰が贈られた団体・個人は次の通り。

【団体】
硬式野球部女子＝第19回全日本女子硬式野球選手権大会 3位
ハンドボール部女子＝第59回全日本学生ハンドボール選手権大会 優勝
アダプテッド･スポーツ部＝第21回日本車椅子ハンドボール競技大会 3位
【個人・世界】
白石美優（体育3年）＝ 第3回BFA女子野球アジアカップ 優勝／第9回WBSC女子野球ワール

ドカップ･グループB 出場
増田優一（体育4年）＝ UCI BMXレーシングワールドカップ第4戦 U23 2位
三次真歩（体育1年）＝ FIBA 3×3 U18ワールドカップ 3位
石川空（体育3年）＝ 第19回アジア競技大会〈ハンドボール競技〉優勝
内田峻介（教育3年）＝ ワールドボッチャカップBC4 個人2位／ペア3位
宇津木美都（教育3年）＝ 杭州アジアパラ水泳競技大会 100m平泳ぎ（SB8）2位／100m背泳

ぎ（SB8）2位／400m混合フリーリレー（34pts）2位／400m混合メ
ドレーリレー（34pts）2位

【個人・日本】
後迫龍輝（体育4年）＝ 第8回全日本フルコンタクト空手道選手権大会 男子中量級3位
阿部真優（体育4年）＝ 第62回全日本学生なぎなた選手権大会 個人の部優勝／演技の部優勝
河野葵（体育3年）＝ 第62回全日本学生なぎなた選手権大会 演技の部優勝
内田峻介（教育2年･当時）＝ 第24回日本ボッチャ選手権大会 BC4優勝〈※昨年度分〉

楠本教授　　　　　　　　　　　　　浜上准教授
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能
登
半
島
地
震
で
被
災
し
た
石
川
県
七
尾
市
、
志
賀
町

で
本
学
の
ク
ラ
ブ
生
ら
が
３
月
４
日
か
ら
７
日
ま
で
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
ん
だ
。

参
加
し
た
学
生
は
硬
式
野
球
部
、
サ
ッ
カ
ー
部
、
ラ
グ

ビ
ー
部
、
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
、
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
部
、
無
所
属
な
ど
40
人
。

社
会
貢
献
セ
ン
タ
ー
が
30
人
の
募
集
枠
で
参
加
を
呼
び
か

け
る
と
72
人
か
ら
応
募
が
あ
り
、
抽
選
で
40
人
に
絞
っ
た
。

社
会
貢
献
セ
ン
タ
ー
長
の
中
山
健
教
授
（
ス
ポ
ー
ツ
社
会

学
）
ら
教
職
員
４
人
が
同
行
し
た
。

一
行
は
羽
咋
市
の
国
立
能
登
青
少
年
交
流
の
家
を
拠
点

に
、
５
、６
日
は
七
尾
市
、
７
日
は
志
賀
町
で
活
動
に
あ

た
っ
た
。

七
尾
市
で
は
約
10
人
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
被
災
者
が
生
活
す
る
民
家
に
向
か
っ
た
。
被
災
者
の
方

一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
を
聞
い
て
片
付
け
に
あ
た
り
、
廃

棄
物
や
崩
れ
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
を
仮
置
き
場
ま
で
運
ん

だ
。
家
屋
は
倒
壊
を
免
れ
て
も
室
内
は
タ
ン
ス
な
ど
が
倒

れ
た
ま
ま
で
、
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
で
生
活
さ
れ
て
い
る

方
も
多
く
み
え
た
。
現
地
で
は
高
齢
の
方
が
多
く
、
本
学

の
学
生
が
来
て
、
よ
う
や
く
重
い
家
財
道
具
の
撤
去
が
で

き
た
と
い
う
声
も
聞
い
た
。
廃
棄
物
の
仮
置
き
場
で
仕
分

け
作
業
に
あ
た
っ
た
学
生
は
、
新
品
の
家
財
道
具
が
廃
棄

さ
れ
て
い
る
の
を
見
て
や
る
せ
な
い
気
持
ち
に
な
っ
た
と

い
う
。「
全
壊
」
を
示
す
赤
い
紙
が
貼
ら
れ
た
民
家
は
正
月

飾
り
が
付
け
ら
れ
た
ま
ま
で
、
元
日
の
発
生
か
ら
時
が
止

ま
っ
て
い
る
状
況
に
、
事
態
の
深
刻
さ
を
改
め
て
感
じ
た

学
生
も
い
た
。

被
災
者
か
ら
多
く
の
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
な
ど
で
は
学
生
か
ら
「
感
謝
さ
れ
る
こ
と
で
自

分
た
ち
の
活
動
の
意
義
を
再
確
認
し
た
」
と
い
う
意
見
が

多
数
上
が
っ
た
。

ま
た
、
志
賀
町
で
は
海
岸
の
漂
着
物
を
片
付
け
て
地
元

の
区
長
さ
ん
に
感
謝
さ
れ
た
。

陸
上
競
技
部
の
本
田
結
子
さ
ん
（
体
育
学
部
３
年
、
岐

阜
・
美
濃
加
茂
高
校
出
身
）
は
活
動
を
通
じ
て
現
地
の
方

の
心
の
強
さ
を
感
じ
た
と
い
う
。
高
齢
者
の
方
の
自
宅
で

掃
除
や
片
付
け
を
し
た
が
、
被
災
者
は
つ
ら
い
状
況
に
も

関
わ
ら
ず
笑
顔
で
明
る
く
接
し
、「
地
震
が
起
き
た
時
は
怖

く
て
避
難
で
き
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
学
生
さ
ん
が
来
て
く

れ
て
元
気
が
出
た
。
心
か
ら
う
れ
し
い
」
と
感
謝
さ
れ
た

と
い
う
。

本
学
は
2
0
1
1
年
の
東
日
本
大
震
災
の
発
生
直
後
か

ら
復
興
支
援
活
動
の
「
サ
ン
ラ
イ
ズ
キ
ャ
ン
プ
」
を
毎
年
、

福
島
県
南
相
馬
市
で
実
施
。
高
齢
者
の
体
力
を
測
定
す
る

「
お
元
気
度
チ
ェ
ッ
ク
」、
子
ど
も
た
ち
や
地
域
の
方
と
の

ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
な
ど
、
そ
の
時
々
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

て
内
容
を
少
し
ず
つ
変
え
な
が
ら
、「
体
育
大
学
だ
か
ら
こ

そ
で
き
る
」
支
援
活
動
を
継
続
し
て
い
る
。

中
山
社
会
貢
献
セ
ン
タ
ー
長
は
「
40
人
も
の
大
人
数
で

の
支
援
活
動
は
私
た
ち
が
活
動
し
て
い
た
期
間
で
は
見
当

た
ら
ず
、
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
復
興
支
援

に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
時
間
の
経
過
と
と
も
に
変
化
し
て
い

き
ま
す
。
今
後
も
被
災
地
の
ニ
ー
ズ
を
探
り
な
が
ら
、
い

ず
れ
は
仮
設
住
宅
で
の
サ
ロ
ン
活
動
や
健
康
支
援
な
ど
の

支
援
活
動
も
考
え
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

能登半島地震 　学生40人が復旧支援
七尾市の仮置き場で廃棄物を運ぶ学生

志賀町の海岸で津波による漂着物を片付ける学生

支援に向かうバスの車内で、志賀町災害ボランティアセンターの所長
から感謝の言葉をいただいた
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子
供
た
ち
を
中
心
に
幅
広
い
年
齢
層
の
地
域
住
民
を
招
い

て
、
本
学
の
学
生
ら
と
と
も
に
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
の
体
験
を

楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
い
う
恒
例
の
イ
ベ
ン
ト
「
O
U
H
S

ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ
」
が
3
月
2
日
、
熊
取
キ
ャ
ン
パ
ス
で

開
か
れ
た
。

サ
ッ
カ
ー
場
で
開
会
式
が
行
わ
れ
、
主
催
す
る
本
学
社
会

貢
献
セ
ン
タ
ー
の
中
山
健
セ
ン
タ
ー
長
（
体
育
学
部
教
授
）

が
、「
初
め
て
体
験
す
る
ス
ポ
ー
ツ
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

面
白
い
と
思
え
る
ス
ポ
ー
ツ
と
巡
り
合
う
き
っ
か
け
に
し
て

も
ら
え
れ
ば
」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、
サ
ッ
カ
ー
場
や
体

育
館
と
い
っ
た
各
ス
ポ
ー
ツ
専
用
施
設
を
会
場
に
、
子
供
向

け
と
大
人
向
け
の
ス
ポ
ー
ツ
体
験
教
室
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

小
学
生
を
対
象
に
し
た
教
室
に
は
、
地
域
の
子
供
た
ち
約

1
0
0
人
が
参
加
し
、
サ
ッ
カ
ー
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
、
剣
道

を
体
験
す
る
グ
ル
ー
プ
、バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、バ
レ
ー
ボ
ー

ル
、
野
球
を
体
験
す
る
グ
ル
ー
プ
の
二
手
に
分
か
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
3
種
目
の
競
技
を
体
験
し
た
。

子
供
た
ち
は
サ
ポ
ー
ト
役
の
ク
ラ
ブ
生
ら
と
と
も
に
競
技

に
取
り
組
み
、
上
達
に
向
け
た
練
習
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ
な

ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
競
技
の
面
白
さ
を
知
る
機
会
に
し
て
い
た
。

一
方
、「
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
」
と
題

し
た
大
人
対
象
の
教
室
で
は
、
地
域
の
高
齢
者
を
中
心
に
、

カ
ー
リ
ン
グ
競
技
に
似
た
「
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
」
や
卓
球
台
を

囲
む
「
卓
球
バ
レ
ー
」
と
い
っ
た
年
齢
や
体
力
の
有
無
に
関

わ
ら
ず
取
り
組
め
る
ス
ポ
ー
ツ
に
挑
戦
し
、
そ
れ
ぞ
れ
休
日

の
一
日
を
楽
し
ん
だ
。

OUHS スポーツキャンプ
子どもや高齢者と学生が交流

サッカー

剣道

野球

バレーボール

カローリング

卓球バレー

ハンドボール 

恒例のOUHSスポーツキャンプ



OUHSジャーナル vol.232（2024.4）12

大
学
院
ス
ポ
ー
ツ
科
学
研
究
科
は
1
月
、

2
0
2
3
年
度
第
33
回
博
士
論
文
発
表
会
を

開
催
し
、
博
士
後
期
課
程
3
年
の
３
人
が
発

表
し
た
。

1
月
24
日
の
発
表
会
で
は
、
指
導
教
員
や

大
学
院
生
、教
職
員
ら
約
40
人
が
見
守
る
中
、

横
田
文
子
さ
ん
（
指
導
教
員
・
前
島
悦
子
教

授
）
が
「
変
形
性
膝
関
節
症
に
身
体
的
フ
レ

イ
ル
を
合
併
し
た
高
齢
女
性
の
健
康
関
連

Q
u
a
l
i
t
y 

o
f 

L
i
f
e
」
の
演

題
で
発
表
し
た
。

横
田
さ
ん
は
、変
形
性
膝
関
節
症（
K
O
A
）

に
罹
患
し
た
高
齢
女
性
と
罹
患
し
て
い
な
い

高
齢
女
性
を
対
象
に
、
身
体
的
、
精
神
的
、

社
会
的
側
面
の
健
康
関
連
Q
u
a
l
i
t
y 

o
f 

L
i
f
e
（
Q
o
L
、
生
活
の
質
）
を

調
査
し
、
K
O
A
に
罹
患
し
た
高
齢
女
性
は

身
体
的
側
面
で
は
罹
患
し
て
い
な
い
方
に
比

べ
Q
o
L
は
低
下
し
て
い
た
が
、
精
神
的
、

社
会
的
側
面
に
は
差
が
な
い
こ
と
を
示
し
た
。

ま
た
、
K
O
A
に
身
体
的
フ
レ
イ
ル
を
合
併

し
た
高
齢
者
に
つ
い
て
も
調
査
し
た
。
フ
レ

イ
ル
と
は
健
康
な
状
態
と
要
介
護
状
態
の
中

間
の
段
階
を
指
す
。
K
O
A
に
身
体
的
フ
レ

イ
ル
を
合
併
し
た
高
齢
者
は
、
合
併
し
て
い

な
い
高
齢
者
よ
り
身
体
的
、
精
神
的
、
社
会

的
側
面
の
健
康
関
連
Q
o
L
全
て
が
低
下

す
る
こ
と
を
示
し
た
。
最
後
に
「
身
体
的
フ

レ
イ
ル
を
合
併
し
た
K
O
A
高
齢
者
に
対
し

て
身
体
症
状
の
軽
減
や
運
動
機
能
の
向
上
を

目
的
と
し
た
運
動
介
入
を
行
う
こ
と
は
健
康

関
連
Q
o
L
の
維
持
向
上
と
介
護
予
防
に

繋
が
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
述
べ
た
。

続
い
て
、
丸
谷
賢
弘
さ
ん
（
指
導
教
員
・

前
島
教
授
）
が
「
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
セ
ン
サ
ー

に
よ
る
外
的
・
内
的
運
動
強
度
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
特
徴
量
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
と
年
代
別

テ
ニ
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
へ
の
応
用
」
の
演
題
で

発
表
し
た
。

丸
谷
さ
ん
は
大
学
生
、
中
高
齢
者
の
テ
ニ

ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
対
象
に
、公
式
戦
の
プ
レ
ー

中
、
ウ
ェ
ア
型
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
セ
ン
サ
ー
を

用
い
て
外
的
運
動
強
度
（
走
行
距
離
な
ど
）

と
内
的
運
動
強
度
（
心
拍
数
な
ど
）
を
調
査

し
た
結
果
、
加
齢
に
伴
い
外
的
運
動
強
度
は

低
下
し
て
い
る
も
の
の
、
内
的
運
動
強
度
は

上
昇
す
る
傾
向
で
あ
る
こ
と
、
内
的
・
外
的

強
度
の
双
方
で
、
試
合
開
始
直
後
か
ら
10
分

間
は
、
年
齢
に
関
わ
ら
ず
低
強
度
で
プ
レ
ー

し
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。

27
日
の
発
表
会
で
は
、
小
笠
原
佑
衣
さ
ん

（
指
導
教
員
・
土
屋
裕
睦
教
授
）
が
「
条
件
統

制
下
に
お
け
る
運
動
負
荷
が
起
床
時
コ
ル
チ

ゾ
ー
ル
反
応
に
及
ぼ
す
影
響
」
の
演
題
で
発

表
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
発
表
の
あ
と
に
、
活
発
な
質

疑
応
答
が
あ
っ
た
。

博士論文発表会

ウィンターキャンプ開催
学生 14 名が小中学生と寝食ともに

ひ
と
り
親
家
庭
の
子
ど
も
を
対
象
に

し
た
ウ
ィ
ン
タ
ー
キ
ャ
ン
プ
2
0
2
4

が
１
月
27
、
28
日
の
１
泊
２
日
で
行
わ

れ
た
。
野
外
活
動
部
な
ど
の
学
生
14
名

が
指
導
に
携
わ
り
、
大
阪
府
、
兵
庫
県

在
住
の
小
中
学
生
26
名
が
参
加
し
た
。

ウ
ィ
ン
タ
ー
キ
ャ
ン
プ
は
日
本
環
境

教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
主
催
し
、
本
学
と

受
託
事
業
契
約
を
結
ん
だ
。
キ
ャ
ン
プ

に
向
け
た
事
前
研
修
で
は
、
原
田
順
一

氏
（
み
ん
な
の
ア
ウ
ト
ド
ア
）、
吉
松
梓

氏
（
明
治
大
学
）
に
協
力
頂
き
、
キ
ャ

ン
プ
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
心
構
え
や
対
象

者
理
解
を
深
め
た
。
東
京
マ
ラ
ソ
ン

チ
ャ
リ
テ
ィ
事
業
と
し
て
参
加
費
無
料

と
し
、
今
年
度
は
大
阪
府
立
少
年
自
然

の
家
（
貝
塚
市
）
で
実
施
さ
れ
た
。

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
キ
ャ
ン

プ
1
日
目
は
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
、
野
外

炊
事
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、
2
日

目
は
ハ
イ
キ
ン
グ
、
ス
ノ
ー
ド
ー
ム
作

り
な
ど
で
キ
ャ
ン
プ
を
満
喫
し
た
。
子

ど
も
た
ち
は
最
終
日
に
「
絶
対
、
来
年

ま
た
来
る
か
ら
」
と
学
生
と
約
束
す
る

な
ど
、
忘
れ
が
た
い
経
験
に
な
っ
た
。

ま
た
、
学
生
は
事
前
研
修
を
重
ね
て

キ
ャ
ン
プ
に
臨
み
、
２
日
間
、
子
ど
も

た
ち
と
寝
食
を
共
に

し
た
。
德
田
真
彦
講

師
は
「
こ
の
キ
ャ
ン

プ
を
通
し
て
、
子
ど

も
た
ち
は
自
然
の
中

で
た
く
さ
ん
遊
び
楽

し
み
、
保
護
者
に
は

少
し
ば
か
り
の
レ
ス

パ
イ
ト
（
休
息
）
に

な
れ
ば
と
の
想
い
を

持
っ
て
開
催
し
ま
し

た
」
と
話
し
て
い
る
。

学生と一緒に晩ご飯づくりにチャレンジする子どもたち

ウィンターキャンプに参加した野外活動部、德田ゼミなどの学生ら

キャンプファイアーを楽しんだ
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１
、２
年
生
が
将
来
の
夢
や
目
標
を
考
え
る
機
会
に
す
る
キ
ャ

リ
ア
支
援
イ
ベ
ン
ト
「
キ
ャ
リ
ア
フ
ェ
ス
タ
」
が
２
月
８
日
、

開
か
れ
た
。

業
界
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
卒
業
生
や
民
間
企
業
へ
の
就

職
、
公
務
員
や
教
員
へ
の
採
用
が
決
ま
っ
た
先
輩
の
生
の
声
を

聞
く
機
会
を
提
供
し
キ
ャ
リ
ア
へ
の
意
識
を
高
め
て
も
ら
う
趣

旨
で
、
4
年
ぶ
り
に
対
面
開
催
と
な
っ
た
。

１
年
生
対
象
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
卒
業
生
の
大
阪
府
教
育
庁

教
育
振
興
室
保
健
体
育
課
、
坂
垣
友
裕
さ
ん
（
37
期
生
）、
就
職

情
報
大
手
の
マ
イ
ナ
ビ
で
勤
務
し
な
が
ら
、
本
学
大
学
院
で
ス

ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
学
ぶ
元
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
の
鹿
山
拓
真
さ

ん
が
講
演
し
た
。

２
年
生
対
象
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
制
御
機
器
大
手
の
キ
ー
エ

ン
ス
や
ス
ポ
ー
ツ
用
品
大
手
の
ミ
ズ
ノ
な
ど
の
民
間
企
業
へ
の

内
定
者
、
公
務
員
、
教
員
へ
の
採
用
が
決
ま
っ
て
い
る
４
年
生

30
人
が
、
各
教
室
に
分
か
れ
て
講
演
し
た
。

４
年
生
は
自
身
の
経
験
を
も
と
に
就
職
活
動
や
採
用
試
験
対

策
の
ポ
イ
ン
ト
を
後
輩
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
た
。

◆
◇
修
了
式
・
卒
業
式
が

始
ま
っ
た
直
後
の
こ
と
で

し
た
。「
た
だ
い
ま
よ
り

令
和
２
年
度
入
学
式
を
執

り
行
い
ま
す
。
一
同
起
立
！
」。
ど
よ
め
き

な
が
ら
立
ち
上
が
る
卒
業
生
。
原
田
宗
彦

学
長
が
演
題
の
前
に
進
み
、「
皆
さ
ん
の
入

学
を
許
可
し
ま
す
。
令
和
２
年
４
月
２
日
、

学
長
、
原
田
宗
彦
」
と
入
学
を
許
可
。〝
新

入
生
〟
代
表
の
永
野
優
希
さ
ん
が
宣
誓
の

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

◆
◇
卒
業
生
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
を
大
学
で
一
番
大
き
く
受
け
た
学
年

で
す
。
入
学
式
は
中
止
に
な
り
、
６
月
ま

で
キ
ャ
ン
パ
ス
に
入
構
す
る
こ
と
す
ら
で

き
ず
、
遠
隔
授
業
の
日
々
。
大
学
生
活
の

ほ
ぼ
４
分
の
３
を
コ
ロ
ナ
禍
の
様
々
な
制

限
下
で
過
ご
し
、失
っ
た
も
の
は
大
き
か
っ

た
で
し
ょ
う
。
一
方
で
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

な
ど
新
た
な
学
び
も
得
た
と
思
い
ま
す
。

入
学
式
は
コ
ロ
ナ
に
ほ
ん
ろ
う
さ
れ
た
学

年
に
贈
る
、
さ
さ
や
か
な
サ
プ
ラ
イ
ズ
で

し
た
。

◆
◇
４
月
２
日
の
入
学
式
。
大
阪
体
育
大

学
は
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
の
１
期
生
を
迎
え
、

新
た
な
歴
史
を
刻
み
ま
す
。
同
時
に
体
育

学
部
の
２
～
４
年
生
、
教
育
学
部
生
は
、

本
学
が
培
っ
た
伝
統
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
継
承
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
夢
を
め
ざ
す
新
学
年
が
始
ま

り
ま
す
。
不
確
実
性
の
時
代
、
い
つ
４
年

前
の
よ
う
な
困
難
が
再
来
す
る
か
分
か
り

ま
せ
ん
が
、
自
ら
の
努
力
や
意
識
次
第
で

逆
境
下
だ
か
ら
こ
そ
得
る
学
び
が
あ
る
こ

と
は
卒
業
生
が
示
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

新
入
生
、
在
学
生
の
皆
さ
ん
の
ご
健
闘
を

お
祈
り
し
ま
す
。�

【
大
坪
康
巳
】

キャリアフェスタ開催
就活支援・４年ぶり対面

「
学
生
〝
夢
〟
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
報
告
会
が
２
月
29

日
、
行
わ
れ
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
学
生
が
主
体
と
な
っ
て
企
画
・

実
行
す
る
取
り
組
み
を
大
学
が
支
援
す
る
制
度
。
申
請
が

あ
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
学
生
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
を
経

て
２
件
が
採
択
さ
れ
た
。

報
告
会
で
は
、
体
育
学
部
３
年
の
田
中
良
ゼ
ミ
の
学
生

４
人
が
「
全
国
に
轟と
ど
ろけ

！
私
た
ち
の
研
究
成
果
」
と
題
し

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
容
を
報
告
し
た
。
研
究
テ
ー
マ
は

「
小
・
中
学
校
の
熱
中
症
対
策
の
実
態
に
つ
い
て
」
で
、

大
阪
府
下
を
中
心
に
小
中
学
校
約
10
校
を
調
査
し
、体
育

の
授
業
、
休
み
時
間
、
部
活
で
の
活
動
制
限
に
つ
い
て
、

ル
ー
ル
化
し
て
い
る
学
校
と
し
て
い
な
い
学
校
が
あ
る
こ

と
が
分
か
っ
た
な
ど
と
報
告
し
た
。

ま
た
、
体
育
学
部
３
年
の
池
島
明
子
ゼ
ミ
の
学
生
２
人

が
「
使
わ
な
く
な
っ
た
道
具
を
必
要
と
し
て
い
る
人
の
も

と
へ
」
と
題
し
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
会
社
を
通
じ
て
不
要
に

な
っ
た
用
具
な
ど
を
外
国
に
送
る
取
り
組
み
を
報
告
し
た
。

「学生 “夢”プロジェクト」
採択２件　報告会実施

4年ぶりに対面で開催されたキャリアフェスタ

報告会でプロジェクトの内容を説明する学生
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コラム

名誉教授�　 和 田 隆 夫
ハワイのIF（イフ）

昨年８月にハワイ・マウイ島で大規模な山火事が発生し
た。その被害の大きさに驚いたものだが、日本人にとって
ハワイといえば、新婚旅行である。最近の調査でも未婚女
性が希望する新婚旅行先の一位はハワイだった。
もっとも「私は」といえば、ロサンゼルスからの帰路、
トランジットでハワイの空港に１時間いただけで、風の穏
やかさに南国らしさを感じた記憶はあるものの、これだけ
である。
こんな体験しかない私だが、ハワイや南太平洋に対して
はながく親近感を持っている。始まりは、小学生の頃、日
曜の朝にかならず見ていた「兼高かおる世界の旅」にある
が、ハワイに限っては、それ以上に大きな要因がある。そ
れは一つの歴史上のIF（イフ）を考えてしまうのだ。今回
はこのIF（イフ）の物語である。
心のざわつくニュースが最近つづいている。その多く
は、むき出しの欲望が人間の命と暮らしを奪っているニュー
スだ。私たちは、野蛮な暴力で欲望を実現する世界を認め
てはいないはずだ。しかし人類が積み上げてきた多様性を
認める社会はまだ完成していない。現代がポストモダンか
スーパーモダンかという議論におかまいなく、モダンは未
完のまま新しい帝国主義に逆戻りしているように感じる。
この逆戻りしようとする時代は、武力があればなんでも
できる（と考える）時代である。あらゆる手段を使って国
が国を、民族が民族を食い尽くす「世界」だった。日本
は、そんな「世界」と無縁に暮らしていたが、突然の黒船
来航によっていきなりリアルな「世界」に放り込まれてし
まった。このときの恐怖とそれに立ち向かう苦闘がどれほ
どのものか想像すらできない。状況は江戸幕府や明治政府
だけでなく、ハワイ王国も同じだった。戦争技術や戦略に
長けた欧米列国を相手にして、太平洋に位置する島国の日
本、台湾、沖縄、ハワイ､ タヒチやその他の太平洋島

とうしょこく

嶼国
が独立を保つことはほとんど不可能だった。
ハワイでは、1795年にカメハメハ一世が建国宣言を出
してハワイ諸島を統一した。これがハワイ王国の始まりで
ある。この王朝はきわめて先進的だったようで、カメハメ
ハ三世は1839年に権利章典を発布し、翌年には憲法を公
布している。こうしてハワイで立憲君主制がスタートする
年にアジアで大事件が勃発する。アヘン戦争である。イギ
リスの理不尽な言いがかりで始まった戦争は、清側20万
人、イギリス側1万9千人の兵力差にもかかわらずイギリ
スの勝利で終わった。アジア諸国は驚愕した。そのショッ
クで、生き残る道は自国の西欧化しかないというパラダイ
ムシフトが至るところでおこった。ただしハワイ王国はア
ヘン戦争前からすでに西欧化による近代国家の体裁を整え
はじめていた。日本は攘夷から開国、そして文明開化、富
国強兵と突き進むことになる。
カメハメハ王朝は、1872年にカメハメハ五世の崩御に
より終わりを告げた。1873年にルナリロが議会の選挙で
国王に選ばれるが、すぐに崩御したため、そのあとカラカ
ウアが選ばれた。カラカウア王朝の始まりである。

アジア情勢が風雲急を告げていることは江戸幕府も自覚
していたが、鎖国政策の転換はなかなかすすまなかった。
それでも1854年にアメリカ合衆国と日米和親条約を締結
し、その後列強と同様の不平等条約を結んでいった。そう
した中で、あまり知られていないが、1867年にわが国は
ハワイ王国（カメハメハ五世）と日布親善協定を結び、翌
年153名の移民がハワイに渡っている。
カラカウア国王は、国際情勢を冷徹に見るリアリストの
側面と豊かで意表を突く発想をするプランナーの側面をあ
わせもつ有能な政治家だったと思う。たとえばサモアとの
ポリネシア連合を計画したが、アメリカ系移民によるクー
デターで頓挫したことは残念だった。これもハワイのIFの
一つだ。実現したときの太平洋の状況をつい考えてしま
う。多様な世界を考えれば、現存してほしい国である。
彼は1881年に世界一周の旅に出た。もちろん観光目的
ではなく、ハワイ王国の生き残りをかけた旅である。イギ
リスではビクトリア女王と会談している。最初の訪問国は
日本だった。明治政府にとっては最初の国家元首の訪問で
ある。このときカラカウア国王は45歳、明治天皇は29歳
である。列強が虎視眈々と領土的野心を持ってうろついて
いる時代に、この極東の島国の天皇と太平洋の真ん中の島
国の国王がどのような会話をしたのか、二人にどのような
心の交流があったのか、興味はつきない。
このとき国王からいくつかの提案があったといわれてい
る。まず日本とハワイの連邦国家および日本主導によるアジ
ア共同体の創設、つぎに婚姻の提案、さらに移民の要請など
であった。婚姻の提案とは国王の姪のカイウラニ王女と山階
宮定磨王（のちの東伏見宮依仁親王）の婚姻である。まさに
連邦化への道を探る政略結婚の誘いだった。
日本側はこの提案に対して、移民以外は丁重に断ってい
る。これが実現していたら歴史は大きく変わっていた可能
性がある。ここにハワイのIFがある。たしかに日本主導に
よるアジア共同体の創設はあまりにも荷が重すぎるが、日
本とハワイの連邦化の提案はどうだろう。私には魅力的な
提案に思える。もし実現していたら真珠湾攻撃はなかった
わけで、日米戦争のあり方が大きく変わっていただろう。
それにそもそもABCD包囲網といわれた構図自体が大きく
崩れてしまう。日本・ハワイ連邦は世界一の海洋国家に
なっていたはずである。
もちろん歴史は違った。1887年にアメリカ系移民によ
るクーデターが発生して、カラカウア国王は、アメリカ系
移民の参政権を大幅に認める新憲法を押しつけられた。銃
剣憲法と言われている。そのあと彼は退位した。日本政府
は、1893年に在留法人保護の名目で、東郷平八郎艦長の
巡洋艦浪速などをホノルル湾に派遣してアメリカを牽制し
たが、1894年にアメリカ系移民による政府転覆がおこり、
王政は廃止され、ハワイ共和国が生まれた。この共和国は
傀儡政府で、1898年にアメリカ合衆国に準州として併合
されてしまう。そして日本は1941年にハワイ（オアフ島
真珠湾）を攻撃し、1945年に降伏した。



【大学院】
●スポーツ科学研究科
　博士（前期・後期）課程

【体育学部】（2～4年）
●スポーツ教育学科

【スポーツ科学部】（1年）
●スポーツ科学科

●健康・スポーツマネジメント学科
【教育学部】
●教育学科

大学事務局
庶務部、教学部、入試部、広報室
キャリア支援部、大学院事務室
大学附置施設等
図書館、スポーツ局、社会貢献センター
情報処理センター
スポーツ科学センター
国際交流センター、学習支援室

https://www.ouhs.jp/
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